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摘    要

         現今是個國際化的時代，各個大學對於國際文化交流或國際人才的培育均成為今後努力之課題。本組於每年暑假舉辦為期2週的日本研修團，此活動之目的在提升學生的日語能力外，同時可深入了解日本的風土民情，增加國際視野，與世界接軌。
此論文之目的在藉由問卷調查之分析來了解此行之成果，並做為今後繼續舉辦之參考。今年本校的日本短期研修團可說向國際化邁向了一大步。

    
 

               【關鍵詞】

日本研修團        國際化       日語能力       日本文化        國際視野

Intercultural short-term study trip to Japan

Man-Chih Li(
Abstract

It is of utmost importance to do intercultural exchange at each university because of today’s increasing globalization era. The Japanese group from Tatung University hosts a two-week long cultural study trip to Japan every summer. The purpose of this trip is not only to enhance the Japanese language ability of our students, but also to help them develop a deeper understanding of Japanese customs. This trip is eneficial for our students because it allows them to expand their understanding of global iews. 
The purpose of this essay is to explain the positive results of this trip based on our questionnaire. This essay can be used as reference for hosting future intercultural study trips. The Japan short-term intercultural study trip hosted by Tatung University this year can make a huge step towards globalization.
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Intercultural study trip to Japan﹐globalization﹐Japanese language ability, Japanese culture﹐global views

日本短期研修について

一、はじめに
　本校は理‧工学部を中心とした大学であるが、創立以来言語教育に対しては相当力を入れてきた。学生は専門科目の習得以外に、英語と日本語を必修科目として履修することになっている。というのは外国語の能力を備えることは将来の就職に大変役立つものだと思われるからである。

　また「日文教学組」は毎年夏休みを利用して、二週間の日本研修を行っている。この活動の目的は学生の言語能力を高める外、学生たちに日本の文化、風俗などを実際に体験させることである。この小論文の目的は日本研修団の意義及びその成果を皆様に知ってもらうことであり、そして、今後この活動を行いつづけていくにあたって、参考になることを願うものである。

　国際化時代にあって、さまざまな学校経営改革や国際支援を行ってきた。本校における今回の研修成果は国際化教育を進めていく上で、成功の一歩を踏み出したと言えよう。「日文教学組」は今後もより優れた日本語の学習環境を創造するよう、一層努力する次第である。
二、研修に関する考察
2.1 授業内容と学習成果
本校「日文教学組」が日本研修団を行って、今年で四年目になった。「仏光人間大学」との協力は初めてだが、費用が比較的安かったので、参加した人数は30名に達した。こんなに多くの父兄がこの活動に協力してくださったこと大変嬉しく思う。

今年は私が団長として学生を連れて、富士山のふもとにある「本栖寺」という所へ二週間の研修に向かった。コースは初級クラス（20名）と中級クラス（10名）に分けてあり、中級クラスの学生は皆昨年日本語の能力試験に合格した者である。授業内容は日本語の発音や会話、和服、茶道などがあり、相当多様化していて、バラエティーに富んだカリキュラムであったと言える。カリキュラムを次の表に示す。
	
	木曜日
	金曜日
	土曜日
	日曜日
	月曜日
	火曜日
	水曜日

	第
一
週
	6月29日
	6月30日
	7月1日
	7月2日
	7月3日
	7月4日
	7月5日

	
	日本アジア航空
台北　成田

	自由行動

	浅草観音

台場
	10：00～12：00
	10：00～12：00
	10：00～12：00
	河口湖

ハーブ館

精進湖

	
	
	
	
	自己紹介（中級）
土橋金六
	日本茶道

斉藤容子
	発音練習（中級）
法村香音子
	

	
	
	
	
	自己紹介（初級）
法村香音子
	
	発音練習（初級）
武田信悦
	

	
	
	
	
	14：00～15：５0
	14：00～15：５0
	14：00～15：５0
	

	
	
	
	
	日本語会話
倉谷富子（中級）
	富士山信仰

加藤信子
	生活会話（中級）
武田信悦
	

	
	
	
	
	基礎日本語
法村香音子（初級）
	
	挨拶語（初級）加藤信子
	

	
	民宿
	民宿
	本栖寺
	19：00～21：00
	19：00～21：00
	19：00～21：00
	

	
	
	
	
	ＤＶＤ鑑賞
	ＤＶＤ鑑賞
	ＤＶＤ鑑賞

	


	第
二
週
	7月6日
	7月7日
	7月8日
	7月9日
	7月10日
	7月11日
	7月12日

	
	10：00～12：00
	10：00～12：00
	10：00～12：00
	10：00～12：00
	10：00～12：00
	東京ディズニーランド
	日本アジア航空
成田　　台北

	
	日本歌曲

荒木清子

	
	期日の読み方
法村香音子（中級）
	和服文化

両角美津子
	記念写真
	
	

	
	
	
	会話練習
倉谷富子（初級）
	
	
	
	

	
	14：00～15：５0
	14：00～15：５0
	14：00～15：５0
	14：00～15：５0
	14：00～15：５0
	
	

	
	家族間の会話
加藤信子

	日本家庭訪問
	日本舞踊
白文美
	会話練習
倉谷富子
	環境整理
	
	

	
	19：00～21：00
	19：00～21：00
	19：00～21：00
	19：00～21：00
	19：00～21：00
	空港ホテル
	

	
	ＤＶＤ鑑賞

	ＤＶＤ鑑賞

	ＤＶＤ鑑賞

	研修成果
日本の歌を披露する
	ＤＶＤ鑑賞

	
	


　　今回のコースの中では、五日間の旅行のスケジュールが入っている。最初の二日間の東京自由行は学生にとっては、東京めぐりの体験が実際にできたことは何よりも楽しかった。
　　初級クラスの学習状況においては、高校時代に学習した二名の学生を除いて、大部分の学生は僅か一年だけ習ったので、聴解方面には少々しんどいという感じがしたようである。但し、日本人の先生は中級クラスの学生に対しての評価がよかった。というのは会話の授業の時、二人一組で自由に会話文を作り、プレゼンテーションという形で発表させた。会話文の内容が生き生きとして、おもしろかった。理工学科の学生がこの程度の表現があったのは実に得難いことであったと私は思う。そのダイアローグの例は以下に取り上げられた。
　
【第一組】夏休みの計画について
　Ａ：もうすぐ　夏休みですね。

　Ｂ：そうですね。何か計画がありますか。

　Ａ：外国へ行きたいです。

　Ｂ：そうですか。僕は中国へパンダを見に行きたいです。

　Ａ：そうですか。いつですか。

　Ｂ：来週の水曜日です。いっしょに行きませんか。

　Ａ：いいですね。そうしましょう。旅行のために何か必要なものがありますか。

　Ｂ：デジダル‧カメラや網やテントを持って行きましょう。

　Ａ：網？何で

　Ｂ：パンダを捕まえたいです。これは内緒ですよ。

　Ａ：もしばれたら、逮捕されるよ。

　Ｂ：大丈夫！任せてください。

　Ａ：じゃ、明日すぐ航空会社に電話して、チケットを予約します。

　Ｂ：そうしましょう。

【第二組】卒業後の計画について

Ａ：卒業後、どこに行きたいですか。
Ｂ：日本の大学院に入って、勉強したいです。

Ａ：日本に留学するにはどんな準備が必要ですか。

Ｂ：日本語がすらすら話せることと授業料が必要です。

Ａ：何を勉強したいですか。

Ｂ：電気に関する知識と社会経験を勉強したいです。

Ａ：あなたの考えは。

Ｂ：私なら、アメリカのラスベガスに行きたいです。
Ａ：そこで何をしたいですか。

Ｂ：ただ遊びに行きたいだけです。

Ａ：何を持っていくんですか。

Ｂ：パスポートと金です。冬に行きたいですから、12月に

出発する予定です。

Ａ：いい旅行でありますように。

Ｂ：ありがとう。


【第三組】夏休みの計画について
　　　　　　　　　Ａ：あなたはこの夏休みはどこへ行きたいですか。
　　　　　　　　　Ｂ：北海道へ行きたいです。

　　　　　　　　　Ａ：うん！北海道はいい所ですね。いつ出発するつもりですか。
　　　　　　　　　Ｂ：7月4日の予定です。

　　　　　　　　　Ａ：北海道のどこへ行きたいですか。

　　　　　　　　　Ｂ：札幌でラーメンも食べたいし、牛乳も飲みたいし、それに、

　　　　　　　　　　　ラベンダーがいっぱい見たいです。

　　　　　　　　　Ａ：楽しそうですね。羨ましいですね。何日間行きますか。

　　　　　　　　　Ｂ：5日間ぐらいの予定です。ご一緒しませんか。

　　　　　　　　　Ａ：喜んでお伴します。

　　　　　　　　　Ｂ：じゃ、また連絡します。

　　　　　　　　　Ａ：待ってますよ。

　　　　　　　　　Ｂ：では、さようなら。
　　
2.2　調査

2.2.1調査の目的と方法

今回の研修団の成果と意義を明らかにするとともに、今後研修を行いつづける参考にするために、アンケート調査を行った。

　調査期間は2006年10月3日～12日である。アンケート用紙は本校28名の学生に直接手渡し、また他の学校の2名の学生には、Ｅメールで送り、回答してもらった。調査項目は10項目を設問し、その調査の結果をグラフにし、比較対照した。
2.2.2調査対象者

　今回研修団に参加した30名の学生を対象にし、アンケート調査を行った。回答者数の内訳は以下の通りである。　

	学科
	性別
	人数

	
	女
	男
	

	インダストリアルデザイン学科
	8
	5
	13

	電気工学科

	3
	3
	6

	事業経営
学科
	2
	─
	2

	情報工

学科
	1
	2
	3

	化学工学科大学院
	1
	─
	1

	情報工学科大学院
	─
	1
	1

	機械工学科大学院
	─
	1
	1

	応用数学科
大学院
	─
	1
	1

	陽明大学歯学科大学院
	1
	─
	1

	清大応用外国語学科大学院
	1
	─
	1


2.2.3 結果及び分析
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「今回の授業で、一番印象に残っているのは何ですか。」という                                　
　　　設問の結果は図1に示されている。和服が66％と圧倒的に多いことがわかった。学生が書いた理由は以下の通りである。
· 台湾では和服を着る機会がないし、日本へ旅行に行った時でも、なかなか見られない。今回実際に和服の着方やいろんな模様を理解できて、とてもよかった。

· 皆は各自好きな和服を選び、着た。和服姿はいろとりどりであり、かわいくて、きれいだった。

· 今回初めて和服を着た。また着ただけでなく、片付け方も教わり、洗ってから、アイロンをかけた過程を通して、和服文化の神髄が体験できて、めったにないチャンスであった。
· 皆で和服を着て、記念写真を思うぞんぶん撮られたことが得難い体験であった。
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　　　　「今回の授業の中で、一番ためになったのは何か。」という回答は「聞く」が50％であり、「話す」が47％、「読む」が7％という順になっている（図2）。
　　　　　　日本語だけでなされた授業であったので、真面目に日本人の先生の発音を聞いたし、自分ができる単語や文を探しだすように努力していた。また授業を受けた後で、聞く能力が少し上達したようだという学生がたくさんいた。二番目に多かったのは「話す」であった。授業中日本語で話す練習がたくさんあり、よかった。また東京市内に行った時、たとえば、秋葉原の店員、ＪＲの駅員に日本語で尋ねて、相手が自分の言葉をわかってくれたことがとても嬉しかったという。
　　　　　「読む」と答えた学生の理由は、授業中のプリント以外に街角にある看板、ＤＭ、地図、商品についての説明書をたくさん見て、いい勉強になったというものだ。「書く」と答えたのは一人もなかった。今回の研修では、書くことに特別力を入れたわけではないし、もともと書く力というのは短期間で身につくものではない。　
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　　　図3の結果からわかるように、今回日本に行って、一番興味深かったのは日本の食べ物が63％と最も多かった。学生たちの感想は以下の通りである。

　　　日本料理をいっぱい食べた。味は台湾料理より少しからかったが、お好み焼き、オムライス、おにぎり、ラーメン、すき焼き、キリンビールなどがおいしかった。　
　　　台湾で日本料理を紹介するテレビ番組を見たが、もし、日本へ行くチャンスがあれば、ぜひ食べたいな、と思っていた。今回実際に本場の日本料理が食べられた。値段はちょっと高かったが、心をこめた日本料理の繊細さが体験でき、何よりのことであった。
　　　その外に、礼儀に関しての印象は14％であった。実際に日本で生活してみて、人々はいつもお互いに丁寧で礼儀正しく接するように心掛けていることが分かったと学生が言っていた。こういう点はわれわれ台湾の人は日本人を見習うべきではないか。
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　教材方面については「適当」と答えたのが40％、「普通」と答えたのが53％であった（図4）。中級クラスでは、発音の先生はアナウンサーでもあったし、おもしろい方であった。日本語の早口言葉に初めて触れて、おもしろいと思ったようだ。その外、会話の教材には身の回りに関わる出来事の文がたくさんあり、先生が繰り返し練習の機会を与えてくださって、いい勉強になった。
　初級クラスには如凱法師がいて、通訳をしてくださった。初級レベルなので、絵カードで50音の文字を遊びながら、復習みたいに習っていた。但し、学校ではまだ1年しか勉強していないので、学生にとって「聞く」のはちょっと難しかったのではないだろうか。

　授業時間数の割合について、質問したところ、「満足」および「普通」と答えたのはほぼ同じであった。「満足していない」と答えた人はいなかった（図4）。授業は朝10時～12時であり、午後は2時～15時50分の組み立てであった。このような時間帯時間数は学生にとって充分余裕があったのではないかと考えられる。また初級クラスと中級クラスは学生２人ずつで授業が始まる1時間前にロビーで先生を迎えなければならないことになっていた。その時は、日本人の先生といろいろと話せるよい機会であった。それから、夜7時から、日本の有名なドラマ番組をＤＶＤで放映してもらい、充実した毎日を過ごしていた。
今回の研修には五日間の旅行のスケジュールが入っていた。最初の日は東京自由行動、コースの真ん中に富士山の周辺にある観光地（河口湖や朝霧牧場）へ観光に行ったり、最後の日に東京ディズニーランドへ行ったりした。旅行についての感想を聞いた結果、37％の学生は満足していた。57％は普通と答えた（図4）。今回はもともと富士山の五合目まで登る予定であったが、ちょうどその日は低気圧が通り、天気が急に悪くなったため、登れなくなり、皆は残念がっていた。

　それから、来年は改めたほうがいい点がある。それは一日目の東京自由行動に関することであるが、できれば、最後の日にしたほうがよい。というのは、初めて日本に行き、東京市内の環境には詳しくないし、金銭方面についても把握しにくいので、お金をすぐ使いはたしてしまうおそれがあるからであるという学生の声が多かった。　
　今回の研修の目的地は富士山のふもとにある「本栖寺」という所であった。そこは海抜９００メートルにあり、気候は涼しく、空気が新鮮であり、すばらしい環境であった。食べ物は「菜食」という料理であったが、学生は皆本当においしくて、最高の料理であると言っていた。したがって、研修の学習環境について質問したところ、「満足している」と答えたのが83％と圧倒的に多かった。今度家族旅行で東京へ行く時には、ぜひ本栖寺に寄って、再びそこでの生活を体験したいと言っている学生も何人かいる。
　次は費用に関してであるが、二週間の研修費用は3万7千であるということには93％の学生が「合理的」と答えた。「合理的ではない」という回答は全くなかった（図4）。東京の物価は周知の通り高い。こんなに多くの学生が参加したのは費用が合理的であったというのも原因の一つではないだろうか。
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　図5、図6に示されているように、日本研修に参加したことは「有意義」と答えたのは97％であり、「無意義」と答えたのはいなかった。その他、もし機会があれば、また参加すると答えた人は77％に達した。要するに今回の研修は学生にとっては、日本語だけでなく、日本文化（茶道や温泉）を身近に体験できて、忘れられないすてきな思い出になったのではないだろうか。ただ一つ来年改めていただきたいことがある。それは二週間の研修後「修学証明書」のようなものを授与してくださるようにお願いする次第である。将来、学生たちが大学院を受ける際、あるいは卒業後の仕事探しの際に役に立つだろうと私は思うからである。
三、学生の感想　

　　今回日本へ出発する前に、学生に研修レポートを書いてくれるようお願いした。そして、新学期が始まり、9月の末ごろ提出してもらった。ここでは、三人ほどの感想を要約し取り上げた。（学生の感想は中国語で書かれたものであったが、私は日本語に訳した。）三人の内容はかなり上手に書かれていると思う。　　

　　　　【インダストリアル‧デザイン学科一年生】
     二週間の日本研修は本当に知的、かつ楽しく、勉強になったすばらしい旅行であった。最初と最後の二日間は世界で一二を争う大都市である東京へ行くことができ、インダストリアル‧デザイン学科の学生にとって、よい経験となった。異国の街、違った文化、そして、今まで新聞や雑誌を通して知ったデザインに満ちた生活を身近に体験できた。二日目の自由行動では現代の芸術が展示されている「森美術館」も見学した。
　　七日間の授業はすべて日本語だけでなされ、日本語会話、発音を学んだり、茶道、和服、日本舞踊など、日本文化を一層深く理解できた。その他、授業の前に日本人の先生を迎えに行く機会を与えてもらったこともありがたいと思う。

　　山と湖に囲まれた素晴らしい所で、自転車で湖のほとりを乗りまわったり、散歩したりして、普段の生活とまったく違っていたので、突然健康的になったように感じられた。

　　　　　　【電気工学科一年生】
　今回の授業の内容は豊富であり、本栖寺は私たちの勉強に適した素晴らしい環境を与えてくれた。日本の茶道に接触したのは始めてであり、飲むときにはかなり細かいところに注意し、またその精神は人格の修養を主にしていることを知り感心した。
　初級クラスでは会話能力を伸ばす機会はかぎられていたが、お昼には、日本人の先生がいっしょに食事する時間を作ってくれた。私の日本語はまだまだであるが、先輩の励ましを受け、日本人の先生とお話をし、分ってくれたときは、本当に嬉しかった。
　今回の研修に参加でき、日本文化がもっと好きになった。そして、自分自身成長したと感じた。これからは積極的に能力試験に取り組み、更に実力をつけ、再び日本に行きたいと思っている。
　　　　
　         【電気工学科四年生】
　日本語で日本人と話すのは初めての体験なので、胸がどきどきした。自分が言いたいことを言って、文法の間違いがあっても、すぐわかってくれた。東京に住んでいる人々は皆忙しそうだった。東京には有名な所がたくさんある。たとえば、新宿のデパートとか、明治神宮とか、秋葉原の電気街、いろいろな場所へ遊びに行った。本当に百聞は一見にしかずであった。
　東京市内を離れて、本栖寺に行った。そこは山と湖に囲まれていて、空気がおいしかった。夏なので、朝、目を覚ますと、いつも蝉の鳴き声が聞こえた。その声は台湾の蝉のとちょっと違い、何だか蛙の鳴き声みたいで、とてもおもしろかった。

　また、日本人の先生が日本語の文法、書き方、しゃべり方などを教えてくれたおかげで、この二週間はよい勉強になり、本当に楽しかった。今回の研修では、団員の皆といっしょに仲良く授業を受け、各種の活動を通して、よい友達になり、今でも連絡を取ったりしている。すばらしい人々との出会い、楽しい出来事との出会いを私は一生忘れない。今回の研修経験は私の将来の進学、或いは仕事に役立つだろう。
四、おわりに

　本校を卒業した学生は「専業は内であり、言語は外である。」という言葉を言っていた。言語と文化との間には密接な関係がある。グローバリゼーションの時代に対応するために、各国の学校ではさまざまな教育実践がなされてきている。たとえば、海外短期研修や海外からの留学生との交流、オンライン学習サービスというプログラムを策定している。国際化が進展する中で、本校においても国際交流と国際理解は重要な課題となってきている。私達教師は本校の学生が閉じこもってばかりいるようなことを望んでいない。抱負のある人生観を持って、積極的に国際上のあらゆる方面の活動に参加してこそ、将来の競争力を高められることになる。

　今回日本研修団はよい成果をあげたと言える。また調査結果および学生の感想により、今後「日本研修」を行う実質的な功能を推進する一助となれば、と思う。そして、本校においてよりよい日本語の学習環境を作り出そうと一層努力を続けていきたい。
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